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はじめに 

 

順天堂大学は世界に存在感のある健康総合大学・大学院大学として、日本有数の教育研

究基盤と臨床研究実践の場を活かした国際的レベルの教育・研究を展開しております。画

期的な健康医療イノベーションを生み出す基礎臨床融合研究、スポートロジー予防医学

研究を推進し、国内外の大学・研究機関との連携・協働によってグローバルリーダーを育

成しております。 

 

このような大学改革を推進しつつも、昨今の研究の高度化・細分化および研究領域の多

様化に伴い、大学の研究者は研究・教育活動以外のマネジメント業務が増大し、研究活動

に費やす「時間」が年々減少しており、「質」の低下が懸念されているのが現状です。 

 

そこで本学の更なる研究機能の高度化を推し進め、効率的に世界的研究推進体制を強

化するために、2012 年には研究支援専門職者（URA：University Research Administrator）

2 名を雇用し、2014 年には、学内研究支援組織を再編統合し、研究戦略推進センターと

して研究支援強化体制を図ることとしました。 

 

それ以来、満 5 年を経過し、また我が国の大学を巡る研究環境は大きく変化している

ことから、URA による研究支援活動（URA 活動）に関しこれまでの 5 年間を振り返る

とともに、今後を展望することによって、本学における研究支援体制について一層の充実

強化を図り、順天堂大学が国内外において注目される研究拠点として発展することを目

指します。 

 

この報告書は、2017 年から始まった本学の URA 全員が参加する研究戦略会議の成果

であると同時に、ここに収録されている各種のデータ等は本学の研究大学としての一端

を表していることをご理解いただければ幸いです。 

 

 

2019 年 11 月 

 

学長特別補佐 

木南 英紀 
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Ⅰ．URA（University Research Administrator）の概要 

1. 沿革 

 我が国における URA の成り立ちを巡っては種々の要因が考えられるが、以下に示す

項目によれば、大学を所管する文部科学省の諸施策が主な要因であるといえる。 

 

(1) URA の草創期 

 文部科学省は、大学における研究推進体制の充実強化策の一環として、2011 年 7

月に「リサーチ・アドミニストレーションシステムの整備」に関する公募事業を開始、

これを契機に大学において URA が導入されるようになる。 

 この公募要領では、URA について以下のように記述している。 

本事業におけるＵＲＡは、大学等において、研究者とともに（専ら研究を行う職

とは別の位置づけとして）研究活動の企画・マネジメント、研究成果活用促進を行

う（単に研究に係る行政手続きを行うという意味ではない。）ことにより、研究者

の研究活動の活性化や研究開発マネジメントの強化等を支える業務に従事する人

材を指します。例えば、研究者とともに行う研究プロジェクトの企画、研究計画等

に関する関係法令等対応状況の精査、研究プロジェクト案についての提案・交渉、

研究プロジェクトの会計・財務・設備管理、研究プロジェクトの進捗管理、特許申

請等研究成果のまとめ・活用促進などがＵＲＡの業務として考えられます。 

 

(2) URA の制度化 

 文部科学省は、URA の制度化を目指し、上記(1)の公募事業により 2011 年から 2

年間にわたり、国立大学を中心に 15 大学に対して所要の助成を行った。 

さらに、2013 年に開始した「研究大学強化促進事業」では、採択した国立大学 17

校、私立大学 2 校の大学（下表）において URA 体制の整備充実が図られている。 

国立大学 北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京医科歯科大学、東京

工業大学、電気通信大学、名古屋大学、豊橋技術科学大学、京都大学、

大阪大学、神戸大学、岡山大学、広島大学、九州大学、熊本大学、奈良

先端科学技術大学院大学 

私立大学 慶應義塾大学、早稲田大学 

 

(3) URA の展開・定着 

 文部科学省は、上記整備事業の継続と並行して、「研究環境整備をサポートする仕

組みの整備」として、URA における「①スキル標準の策定」、「②研修プログラムの

整備」、「③人材育成・キャリアの形成・研究経営への寄与等に係る調査研究」、「④質

保証に資する認定制度の構築に向けた検討」などを実施している。 

 なお、同省調べによれば、2018 年 3 月時点で、URA は全国の大学等の 146 機関

において 1,225 人が配置されている（「平成 29 年度大学等における産学連携等実施

状況について」）。 
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2. URA の必要性 

 文部科学省が上記 1．の各種事業を実施する背景は、「リサーチ・アドミニストレー

ターを育成・確保するシステムの整備」の公募要領（2011 年）において、以下のとお

り端的に示されている。 

我が国の大学等では、研究開発内容について一定の理解を有しつつ、研究資金の調

達・管理、知財の管理・活用等をマネジメントする人材が十分ではないため、研究者

に研究活動以外の業務で過度の負担が生じている状況にあります。このような状況

を踏まえ、大学等における研究推進体制の充実強化を支援することにより、研究者の

研究活動活性化のための環境整備及び大学等の研究開発マネジメント強化等を図っ

ていくことが求められています。 

 

 また、文部科学省は「平成 30 年度大学等におけるフルタイム換算データに関する調

査」の結果を本年６月に公表し、その概要「３．大学等教員の職務活動時間の過去４回

調査の比較(1)全体」では、以下のとおりコメントしている。 

教員の研究活動時間割合は平成 14 年度から平成 25 年度にかけて減少傾向にある

が、平成 30 年度もその傾向が続いており、平成 25 年度より 2.1 ポイント減少し

32.9%となった。 

 

 このような大学における教員の研究環境の現状、とりわけ研究活動時間割合の減少

が課題となっていることは明らかであり、これが URA を必要とする主因となっている。

さらに、その概要「（５）国公私立別」の「図表 15」による研究活動時間割合の推移を

抽出すると下表のとおりであり、私立大学は国公立大学に比して総じて割合が低く、全

年度における大学全体の平均に達していない。この観点からすると私立大学における

URA の必要性は、国公立大学に比して高いといえる。 

調査年度 私立大学 国立大学 公立大学 大学全体 

2002 年(平成 14 年) 42.7 50.7 47.2 46.5 

2008 年(平成 20 年) 34.1 43.4 39.3 39.1 

2013 年(平成 25 年) 29.9 42.5 36.6 35.0 

2018 年(平成 30 年) 28.5 40.1 31.4 32.9 

 

2018 年 6 月に閣議決定された「統合イノベーション戦略」においては、大学教員（助

教）の研究時間割合の確保が目標（下表①参照）として設定され、またリサーチ・アド

ミニストレーターの質的充実（下表②参照）について指摘されている。これらは、URA

の必要性を明確に示している。 

① ・2023 年度までに助教の職務活動時間に占める研究時間の割合を５割以上確

保 

② ・文部科学省及び関係団体は、2019 年度からリサーチアドミニストレーター

の実務能力に関する質保証制度の構築に向けた制度設計・施行に係る調査研

究を推進 
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Ⅱ．JURA（Juntendo University Research Administrator）の概要 

1．沿革 

2014 年において、本学は研究者らが学術・研究活動を円滑に推進できるように、企

画、調査、特許化、財務の業務を主体として活動し、良好な研究環境づくりに貢献する

ため、研究戦略推進センターを設置すると同時に、研究力の向上と研究成果の社会還元

に向けて、グローバルな視点で最先端の情報を取り入れつつ、高い水準の順天堂大学リ

サーチ・アドミニストレーション体制を構築している。 

 

2．JURA の構成・機能 

JURA は、2012 年 8 月に URA2 名で発足し、現在では 4 名の URA が活動してい

る。 

 

 

   

URA は、研究戦略推進センターにおいて、科研費等外部資金申請担当などの事務系

職員と密接に連携しつつ、研究者の研究活動を支援している。 

 

 

ᵑⱪ꜠▪꞉כ♪               ᵒ ⱪ꜡☺▼◒♩  

ᵓ                   ᵔ IR  

ᵕ                    ᵖ  

☿fi♃כ 

 

 

 

3．JURA の役割と特色 

 JURA は、基本的には教員等の研究者のニーズに応じて、研究活動上の各種の支援を

行い、本学の研究力の発展に資することを役割としている。 

 主な具体的業務は上図①～⑥のとおりである。 

 これらの業務を的確に遂行するため、JURA は教員等のニーズに応じて各 URA が協

働しつつ自律的に支援活動を行い、事務系職員とともに一体的に支援するところに

JURA の特色があるといえる。 

  

 

 

 

URA 

っけい

系 

ԍ Ҁ◑ Ph.D 

 

 ʝ Ph.D. 
̸ᶫ 

 

˝ ἱֶ Ph.D
ӣ›  

 
 

 ἧ Ph.D. 
 

Ẇ ˕  
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また、本学の URA 募集においては以下のように高いレベルの能力を求めていること

も特色の一つである。 

(1)大学・研究機関（企業含む）で研究又は研究支援の業務に３年間程度従事した経験

のある者 

(2)バイオ・医歯薬、化学分野に関する学位（博士又は同等と認められる業績等を有す

る者）を持ち、更に知的財産活動、産学官連携活動をはじめ、研究費獲得や管理等の

支援に対して意欲のある者 

(3)科研費等競争的資金に研究代表者又はその担当者として採択実績があることが望ま

しい 

（JST jrec-in portal 求人公募情報検索「応募資格」より抜粋） 
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Ⅲ．JURA の業務・実績 

  URA の具体的な業務ついては、「例えば、研究者とともに行う研究プロジェクトの企

画、研究計画等に関する関係法令等対応状況の精査、研究プロジェクト案についての提

案・交渉、研究プロジェクトの会計・財務・設備管理、研究プロジェクトの進捗管理、特

許申請等研究成果のまとめ・活用促進など」（上記Ⅰ．１．(1)[3 ページ]）があり、URA

は実態として大学における多種多様な業務を担当している。 

  JURA においては、以下に記載するとおり、競争的研究資金申請、大型研究プロジェク

ト、研究広報、研究 IR 及び大学間連携に関する支援業務などを行っている。 

 

1．競争的研究資金申請支援 

(1) 科学研究費助成事業等 

科学研究費助成事業（以下「科研費」という。）は、我が国最大の競争的研究資金

であり、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり基礎から応用までのあ

らゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを

目的とした、文部科学省（日本学術振興会）の実施する事業である。 

このようなことから、科研費申請者のほとんどは大学における研究者であり、多く

の大学では科研費の採択状況を研究力の重要な指標の一つとしています。 

このため、JURA の活動においては、科研費に関し主に次の 3 項目について教員

等に対するサービスを実施している。 

ה ─꜠ⱦꜙכ ⁸ ◖ⱷfi♩⁸ ⁸ ⁸⌂≥  

ה ●▬♪─ ⌐ ≠ↄ ⁸ ⁸ ⁸⌂≥  

ה ─ ⅝ ─◖♠⁸ ─ ה ⁸⌂≥  

 

申請書のレビューサービスは 2013 年度の科研費申請分より開始して、当初 56 件

であった教員等からの依頼数は６年後の 2019 年度には 4.4 倍の 249 件となった（Ⅲ

－1－①[8 ページ]）。採択数も同様に当初の 4.5 倍程度の増加となった。 

各レビューは依頼者の要請に応じて面談とメールで複数回実施している。当初は 8

月初めから依頼を受けていたが、現在は不採択通知が届く 4 月より開始し、大学に

おける申請書提出期限の 11 月初め直前まで対応している。サービスの対象は、科研

費に申請できる条件を満たす常勤・非常勤教員から大学院生である。 
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（Ⅲ－1－①）レビューサービス依頼数と採択数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請書のレビューまたは記入ガイドを活用した研究提案書は過去 7 年間の累計

で 1,602 件となり、その 36.2％にあたる 580 件が採択となった（Ⅲ－1－②）。一

方、上記サービスを利用しなかった研究提案書の採択率は 22.4％であり、サービ

スを活用した研究提案書の採択率と比較すると、約 14 ポイントの差がでる結果と

なった。 

（Ⅲ－1－②） 

   過去 6 年間のＵＲＡサービス(レビューまたは記入ガイド)利用件数とその採択率 

 

レビューまたは記入ガイドの活用があった、すなわち URA の関与があった研究

提案書の研究費額は年々最大 1 億円程度増加し、過去７年間の累計は 24.2 億円（間

接経費 5.6 億円）となった。なお、順天堂大学の科研費採択額全体としては、平成

26 年度以降は 9 億円前後の水準となり、令和元年度で 10 億円を突破した（Ⅲ－1

－③[9 ページ]）。 
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（Ⅲ－1－③）ＵＲＡが関与した科研費配分額の推移 

 

なお、URA が科研費申請に関与を始めた年度分の翌年である 2014(平成 26)年

度以降、本学の科研費採択率は全国の採択率を超える結果となり（Ⅲ－1－④）、ま

た、科研費採択の件数は、私立大学の中で採択件数上位校が低迷する中、大幅な伸

び率（6 年で約 1.4 倍）となった（Ⅲ－1－⑤[10 ページ]）。このように、本学にお

ける科研費申請への URA の関与は、採択率の好結果の一因となっているといえる。 

（Ⅲ－1－④）順天堂大学と全国の科研費採択率 

（基盤・挑戦・若手・新学術継続） 
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（Ⅲ－1－⑤）順天堂大学と採択件数上位の私立大学の科研費採択件数の伸び率 

（文部科学省発表資料に基づき作成） 
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必ず謝意を受けるが、その中には『感動』『感銘』『感嘆』との表現が含まれるも
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と推察される。 

さらに、例年４月に採択の知らせを受けた教員らからは、どのようなサービス内

容が良かったのかという感想とともに、喜びと謝意の連絡も受けている（次ペー

ジ）。 
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なお、科研費以外の競争的研究資金として日本医療研究開発機構(AMED)公募事

業・厚生労働科学研究費補助金や公益財団等の研究助成金があり、これらに応募す

る教員に対する URA の支援は、科研費申請書レビューと同様に実施している。 
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 (2) 海外競争的研究資金 

海外競争的研究資金（以下「海外グラント」という。）に対する支援として、こ

れまでに以下のとおり実施している。 

・海外への応募に必要な機関情報（Ⅲ－1－⑥）の登録と維持管理 

・教員への海外グラント情報の提供 

・海外グラントの申請書類作成支援・相手先担当者との交渉 

（Ⅲ－1－⑥）海外グラント応募に関連し整備した機関情報 

機関登録名 特 徴 作 業 

DUNS number 世界的企業認識コード 情報の整理 

SAM 米国政府登録システム アカウント更新・担当者変更 

NCAGE NATO/米国政府登録システム 情報の整理・担当者変更 

Fastlane 米国 NSF 予算申請システム 新規登録 

海外グラントの機関登録については、2018 年まで研究戦略推進センターでの扱い

が無く、また一部については登録当時に他部署が担当していたために情報が錯綜し

ていた。こうした状況を受け、各海外グラントへの申請に必要な機関登録の洗い出し、

それらのアカウントについての現状把握を行い、既存アカウントが存在するものに

ついては更新を行うとともに担当部署を研究戦略推進センターに集約することで、

一括した管理が行える体制となった。 

 海外グラント情報の提供は本学の外国人教員からの要請に基づくもので、主な作

業は特に国際共同研究に適した助成金情報の収集と整理である。 

海外グラント申請については以下に示すとおり、2 件の申請を支援した。 

競争的資金 配分機関 研究代表機関 申請完了 

NIH R01 米国国立衛生研究所（NIH） Ed Hines Jr. VA Hospital 2019.02.15 

NSF 米国国立科学財団（NSF） West Michigan University 2019.05.31. 

いずれも本学教員は共同研究者としての申請であったものの、本学から海外グラ

ントに申請する例は少なく、研究戦略推進センターによる支援を行ったのは本年が

初めてである。書類作成支援の内容は予算案の計上（Budget）、予算の使途説明

（Budget justification）、設備備品説明（Resources）、意思表明書（Letter of Intent）、

経歴（CV）などであった。一方米国のグラント担当者とは、申請要件に関する情報

共有と申請書類の作成、また間接経費割合についての交渉を行った。 

これらに関して本学教員からは「研究戦略推進センターには NSF グラント申請に

多大にご協力頂きました」との謝意が表明されている。 

さらに、米国側の研究代表者（Western Michigan University：William W Liou）

から（" What a great team effort!  Thank you, all."）、及びグラント担当者（Megan 

Derksen）から（"I would like to sincerely thank every one of you for your hard 

work on this project, your flexibility when the schedule got rushed this week, and 

your willingness to learn and follow NSF's guidelines. It was great to work with 

you."）、それぞれに感謝のコメントが寄せられている。 
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2. 大型研究プロジェクト支援 

(1)  センター・オブ・イノベーション( COI) プログラム 

① 事業の概要 

2013年度から 2014年度にかけて COI-T（トライアル）拠点として採択された文部科

学省「研究成果展開事業 センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム」の活

動が評価され、本学と立命館大学との連携拠点が COI 拠点として 2015 年度に決定し

た。 

本プログラム( 運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フ

ォー・オール拠点) では、空間価値を変える新しいスポーツ健康技術（スマートウェア

技術、空間シェアリング技術、運動誘導／継続技術）（立命館拠点）と、寝たきりゼロ

を目指す「ロコモの見える化と予防法の開発」（順天堂拠点( Ⅲ－2－①））をハイリスク

ではあるが実用化の期待が大きい異分野融合・連携型の基盤的テーマに対し、研究戦略

推進センターは集中的な支援を行い、科学技術振興機構（JST）との協働のもとで産学

が連携する研究開発チーム（Ⅲ－2－②）により社会実装を目指している。 

 

（Ⅲ－2－①）順天堂拠点の主要メンバーと成果品（COI情報誌 ACTIVE4号より抜粋） 

 

（Ⅲ－2－②）本年 3 月時点での参加機関のロゴ（右上は文部科学省 COI 事業のロゴ） 
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② URA による支援 

JST や立命館大学をはじめとする参画各機関とアンダーワンルーフ体制での事業実施

に当たり URA を配置し、2015年 6 月から本年 3 月までに延べ 294件の支援を行った。 

連携先のマップ（Ⅲ－2－③上図）と年次ごとの支援件数推移（Ⅲ－2－③下図）は以下の

とおりであり、支援の内訳は次ページ以降の（Ⅲ－2－④）から（（Ⅲ－2－⑥）のとおり

となっている。（内訳：会議 60件、シンポジウム 10件、報道 12件、出展 13件、打合 190

件、書類９件）。 

（Ⅲ－2－③）上図：連携機関所在地。機関の数字は支援数。下図：支援件数の年次推移。 
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（Ⅲ－2－④）COI 事業支援（2015、2016 年度） 
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（Ⅲ－2－⑤）COI 事業支援（2017 年度） 
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（Ⅲ－2－⑥）COI事業支援（2018年度） 
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(2) 私立大学研究ブランディング事業 

文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」における 2016 年度「脳の機能と構造

を視る」及び 2017 年度「スポーツ科学による“Health Creation”」の採択を機に URA

が支援している。主な支援内容及びスケジュールは下表のとおりである。 

  

シンポジウムについては、2017 及び 2018 年度末に開催されたキックオフシンポジウ

ムおよび事業成果報告会（Ⅲ－2－⑦[次ページ]）において運営の支援を行ったほか、他

大学の採択事業シンポジウムにも参加した。 

セミナー（Ⅲ－2－⑧[次ページ]）については 2016 年度採択事業分 4 件、2017 年度採

択事業分 1 件が開催され、ポスター制作、受付、事前告知、写真撮影、会場設営等を行っ

た。 

広報面では、新聞や TV 等のメディア媒体を用いた活動を企画・実施したほか、ブラン

ディング事業 HPの維持管理を行っている。 

2018 年度には毎日新聞の一面広告（Ⅲ－2－⑨[次ページ]）として、本学の服部信孝教

授と青木茂樹教授の対談形式をとり、パーキンソン病や認知症といった疾患からアスリ

ートのパフォーマンスについてなど、幅広い対象を用いた最先端の脳科学研究を紹介し

た。一方、本年度は 2020 東京オリンピックの前年度であり、順天堂大学が取り組むスポ

ーツ科学とそれに関連する医学研究を一般社会にアピールする機会となるため、これを

題材としたドキュメンタリー番組の制作を企画し（Ⅲ－2－⑩[次ページ]）、11 月 17 日に

BSテレビ東京で放映された。また文書・広報課と連携し、SDGsの取り組みについての動

画制作も企画し、Times Higher Education社による大学紹介ページにおいて公開している。 
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（Ⅲ－2－⑦）シンポジウム・事業報告会のポスターと会場風景 

 

  

（Ⅲ－2－⑧）HPでの研究会・セミナー周知 

 

（Ⅲ－2－⑨）毎日新聞の一面広告         （Ⅲ－2－⑩）ドキュメンタリー番組の企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 20 - 

 

研究ブランディング事業の HP は、本年にリニューアル公開され（Ⅲ－2－⑪）、正式に

大学 HP の下で管理されることになり、全学的プロジェクトとしての位置づけが明確にな

った。また、管理がそれまでの情報センターから研究戦略推進センター（URA）に移行し

たことにより更新の自由度が増した。これにより、関連したプレスリリース等のニュース

が自動配信されるようになるなど利便性が向上し、更新頻度・アクセス頻度ともに順調に

伸びている（Ⅲ－2－⑫[次ページ]）。 

（Ⅲ－2－⑪）リニューアル後のブランディング HP 
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（Ⅲ－2－⑫）アクセス解析結果（2019.7.31 現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究ブランディング事業の HP のメインページのアクセス解析（Ⅲ－2－⑫）からは、

例年 2,3 月にアクセス数が伸びることが示されたが、2018 本年度の 12 月～3 月のアクセ

ス数は、2018 年度同時期のアクセス数に比べ 2 倍以上となる 1136 回であった。HPリニ

ューアルによりアクセス元の詳細な解析・予測も可能となり、5～7 月の集計によるとブ

ランディング HP のビューアーは 8 割近くが検索（Google検索）により訪れることが分

かった。また年代別の解析では約半数が 20 代、3 割が 30 代と若手が多いという結果が

得られた。新規・再訪の分類からは、新規ユーザーも半数近く（45.1%）いることが分か

った。 

 

研究力調査では、エルゼビア社およびクラリベイト・アナリティクス社への外部委託に

より論文サイテーション分析（2013-2017 年の 5 年間）が行われたのを受け、ブランディ

ング事業メンバーの研究力について把握するとともに今後の課題を検討した。 

2016 年度事業については、発表論文の被引用インパクト（FWCI）が 1.67 と高い結果
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を得ていることが分かり、またトピック分析では「拡散 MRI」が第一位のトピックで論文

数が多く、続いて「水頭症」「パーキンソン病」「レビー小体」などであった。各トピック

における論文数の著者別順位では、本学の事業メンバーから 5 人が世界で 10 位以内にラ

ンクした。 

2017 年度事業においても、発表論文の被引用インパクトは 1.32 と世界平均よりも高

く、トピック分析では「アスリート、遺伝型、エクササイズ」での発表が最も多いことが

分かった。このトピックでは本学事業メンバーが論文数の著者別順位で世界 7 位となっ

ている。筋肉やエクササイズに関連したトピックのほかに、ミトコンドリア病や長寿とい

ったトピックも上位にランクし、2017 年度事業のコンセプトを概ね反映した結果となっ

た。分析結果は一部ブランディング HPにも掲載し（Ⅲ－2－⑬）、ブランディング各事業

の研究力として紹介している。 

（Ⅲ－2－⑬）研究力分析を紹介するブランディング HPのページ 
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3.  研究広報支援 

(1)  概要 

順天堂大学は URA が導入される以前には、法人としての研究成果のプレスリリース

は行われておらず、2012 年から URA の支援によるプレスリリースを開始した。同年の

2 報から、2018 年には年間 30 報をリリースできるようになり、一般社会に向けて順天

堂大学発の研究成果をわかりやすく着実に発信できる体制になった。2019 年までに合

計 109 報の研究成果プレスリリースを行った。 

医学部を有する私立大学のうち、研究成果の積極的なプレスリリース支援体制がある

のは、順天堂大学、慶應義塾大学、関西医科大学、近畿大学の専門的なスキルを有する

URA 体制のある 4 校のみである。医学部発の報告数（2018 年）は順天堂大学（29 報）、

慶應義塾大学（33 報）、関西医科大学（13 報）、近畿大学（6 報）となっており、トップ

クラスにある（参考：東京大学医学部 26 報）。他の私立大学医学部は、広報課が年間数

報程度の研究者の難解な原稿をそのまま掲載する形をとっている。 

  研究成果のプレスリリースのうち、順天堂ブランディングにふさわしく、質の高い論

文を厳選して英文化し、海外配信サービスを利用して世界各国へのプレスリリース配信

も開始した。配信後の解析では英語圏外のニュースにも JUNTENDO 発の成果が取り

上げられている。 

  なお、研究広報としては、研究成果プレスリリースに加え研究ニュースや順天堂 HP

に研究活動（研究室や研究者の記事）の掲載（Ⅲ－3－①）や、紹介動画もインターネッ

トで見られるようにした。 

 

（Ⅲ－3－①）順天堂大学 HP による研究成果のプレスリリース一覧 
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(2)  URA支援成果のポイント 

ü URA ⅛╠ ⅜☻כꜞꜞ ╕╡⁸ 30 ─ ⅜≢⅝╢  

ü ─ ─☻כꜞꜞ │ ─⌂⅛≢╙♩♇ⱪ◒ꜝ☻ 

ü ꜞꜞכ☻╙ ⇔ JUNTENDO─♬ꜙכ☻⅜ ≢╙  

ü Ⱪꜝfi♦▫fi◓ ─√╘ ╛ SNS─ ╙  

報告数 0 から年間 30 報程度発信できるようになり（Ⅲ－3－②[次ページ]）、2012 年

～2019 年の 7 年間で 109 報の報告を行っています。プレスリリースした研究成果はア

ーカイブ化しており HP で一覧として掲載しています。 

なお、研究成果リリースは、順天堂 HP へ掲載することにより大学ブランドの要素と

なるだけでなく、研究活動の情報としてステークホルダー（ファンディング機関、研究

者、受験生、一般社会）へのアピールツールとして重要な位置を占めています。 
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（Ⅲ－3－②）報告数の伸び 

 

 

 

(3) 研究広報の波及効果 

   研究成果のプレスリリースは、文部科学省記者会への配布やメディア配信サービス

の利用を通じて、各メディアのもとへ届けられる。その結果、メジャー誌や地方紙の新

聞に取り上げられ、順天堂大学の名前と研究成果の内容が一般社会に届くことにより

ブランド力の向上に資している。 

日経新聞をはじめ、朝日、読売などメジャー誌に順天堂大学の名前と研究内容が掲載

されている（Ⅲ－3－③[次ページ]）。またメジャー誌だけでなく、地方紙では紙面を割

いて大きく取り上げられることも多く、地方に住む受験生の親や同窓生など支援者に

順天堂の名前を届けることができる。 
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プレスリリース数
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2018 30 2  
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（Ⅲ－3－③）新聞メジャー紙での掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、科学新聞や日刊工業新聞などの業界紙は、研究成果の内容を詳しく取り上げ、

高頻度で記事となるため、省庁、ファンディング機関や製薬企業、産業界等のステーク

ホルダーに活動状況を知らしめる効果が高い。 
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(4)  各メディアの利用 

新聞だけにとどまらず、Webメディア掲載を目的にした配信サービスの利用では、多

くの Webサイトへの掲載につながっている。また SNSを通じて波及効果もあるだけでな

く、SNSを通じた情報発信も進めている（Ⅲ－3－④）。 

 

（Ⅲ－3－④）Webメディア掲載等 
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(5)  海外への発信と波及効果 

 順天堂ブランドをアピールできる研究成果を英文にして、English ページの Research

コンテンツとして掲載を開始した（Ⅲ－3－⑤）。英文リリースは私立大学医学部では順

天堂大学と慶應大学しか実施していない。また海外の配信サービスを利用することに

より数万サイトへの配信先に届けることができている。 
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（Ⅲ－3－⑤）海外への発信（英文リリースを開始） 

配信されたリリースが海外の各メディアのサイトに掲載され、オリンピック関連以

外で Juntendo の名前がみられるようになってきた（Ⅲ－3－⑥）。 

 

（Ⅲ－3－⑥）海外への展開 
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配信されたリリースをもとに海外のニュースとして取り上げられ、記事化される

ことで JUNTENDO の名前がワールドワイドに展開された（Ⅲ－3－⑦）。このよう

に世界に向けた研究成果が取り上げられると海外研究者へのアピールや大学ランキ

ングなどの評判向上につながる。 

 

（Ⅲ－3－⑦）JUNTENDO のワールドワイドな展開 

  

ⱨꜝfi☻  

 

☻Ɑ▬fi   
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4．研究 IR 支援 

順天堂大学の研究活動の状況を顧みてより良い研究環境を整える、PDCAの観点で URA

は研究 IR 支援を実施している。Times Higher Education 大学ランキングのデータを利

用した本学のベンチマーキング（Ⅲ－4－①）、科研費データベースを利用した本学採択

者の分析、論文データベース（Web of Science, Scopus）を活用した被引用回数の集計数

をもとにビジュアル化（Ⅲ－4－②[次ページ]）し、例えば、昨年と比べてなぜ数値が極

端に変化したのか、学内研究助成（学長プロ研）が科研費獲得の呼び水として機能して

いるか、本学全体の論文発表数や被引用数の増加は堅調か（Ⅲ－4－③[次ページ]）、な

どを把握する際の資料としている。 

（Ⅲ－4－①） 

Times Higher Education アジア大学ランキング結果によるベンチマーキング 

Times Higher Education アジア大学

ランキング結果のビジュアル化によ

る順天堂大学の強みの把握、ならび

に他大学や前年の結果との比較によ

る本学のベンチマーキング資料の例 
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（Ⅲ－4－②）順天堂大学の論文数と Top1%論文数の推移の調査資料の例 

 

（Ⅲ－4－③）学長プロ研を受けた研究者の科研費獲得と論文発表に関する追跡調査資料

（抜粋：氏名は暈してあります。） 
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5．大学間連携支援 

 本学は国内外の数多くの大学等と研究活動に関する連携協定を締結しているが、その

内で下表については JURA の活動をベースに交流を実施している。 

協定先 締結日 協定内容 

星薬科大学 2015 年 9 月 29 日 星薬科大学と順天堂大学との包括的連携
に関する協定 

電気通信大学 2016 年 12 月 1 日 国立大学法人電気通信大学と順天堂大学
との学術連携交流に関する協定 

お茶の水女子大学 2017 年 10 月 16 日 国立大学法人お茶の水女子大学と順天堂
大学との学術交流に関する協定 

カリフォルニア大

学デービス校 

2019 年 2 月 27 日 
AGREEMENT NUMBER A19-3864 
JUNTENDO UNINERSITY and THE 
REGENT OF THE UNIVERSITY 

 

  2016 年 12 月には 3 大学の幹部はじめ URA により次のタイトルで文部科学省におい

て記者会見を行った。 

電気通信大学・順天堂大学・星薬科大学による学術連携交流協定の締結 

～「ネットワーク型 URA」による新たな価値創造～ 

（組織間異分野連携体制の構築） 

 

この連携協定締結以降、3 大学の URA 活動を基盤として研究交流が進められた結果、

2019 年には日本科学技術振興機構(JST)未来社会創造事業「超スマート社会の実現」領域

の探索研究の一部として、3 大学連携による研究テーマが採用されている。 

上記のほか、電気通信大学と本学とは両大学 URA の仲立ち・伴走による研究交流と

して、現在、4 件のプロジェクトが進行中であり、科研費申請や共著論文作成に至る成

果が出始めている。 

  また、お茶の水女子大学の研究者を対象として、JURA から本学の研究に関するプレ

ゼンを実施し、共同研究シーズの発掘に向けた活動を行っている。 

 さらに、星薬科大学には本学から客員研究員の派遣を行い、共同研究の可能性を検討

している。 

 

 

【文部科学省記者室・登壇者】

（奥から） 

電気通信大学 森倉 URA 

電気通信大学 三橋理事 

順天堂大学 木南学長特別補佐 

電気通信大学 福田学長  

星薬科大学 田中学長  

順天堂大学 菅原 URA 
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海外の大学との交流については、カリフォルニア大学デービス校（UC Davis）との間

において、移植免疫の細胞療法に関する提携が進められている（Ⅲ－5－①）。これは本学

発の治療技術を米国で展開することを目的とし、アメリカ食品医薬品局（FDA）承認の基

準に沿った治験プロトコルの確立を目指すものである。JURA による支援として、共同研

究契約に関する調整、本年 7 月までに計 9 回行われた電話会議への同席および議事録の

作成、報告書の取り纏めを行った。米国での資金調達（VC からの投資や米国政府系グラ

ントへの申請）も将来的な視野に入れ、情報収集・交換を行っている。 

 

（Ⅲ－5－①）UC Davis との共同研究概要 
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6．研究戦略会議への参画 

2017 年以降、本学セミナーハウス（軽井沢）において研究戦略会議（合宿研修）を定

期的（8 月、2 月）に開催して、各 URA から戦略的なプレゼンを行い、学長特別補佐、

研究戦略推進センター研究戦略室長及び総務局長等との意見交換を実施している。 

 これまで 5 回開催された研究戦略会議における JURA によるプレゼン資料の例は以下の

とおりであり、本報告書作成に当たり各々に解説を付記している。 

 

(1) 外部資金獲得を目指した研究成果リリースの効果とその活用 

研究成果を一般にわかりやすく伝えることは、研究者はおおよそ不得手である。URA が

間に立ってプレスリリースの記載や図の書き方の指導や支援をすることは、すなわち採択

されやすい申請書作成につながる。研究者や大学はリリースにより注目を浴びるだけでな

く、ファンディング機関へのアピールにもつながり、JST や AMED の大型研究資金の獲

得への近道でもある。事実、プレスリリース支援を経験した研究者は科研費の獲得率が高

い。 

プレスリリース支援は知名度の向上のみならず、URA と研究者の信頼関係構築に資する。 
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研究成果リリースを土台にした大型グラント採択数増につながる正のサイクルを回すこ

とに URA として注力していく予定である。 
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(2) 研究者の研究時間を確保するためのサービス 

医療系研究者の研究時間の割合は、2002年 46.0％から 2018年 29.8％と大幅に落ち込ん

でおり、理学や工学分野の数値と比してあまりにも少ない（2002 年：理学 56.9％, 工学

48.2％；2018年：理学 49.3％, 工学 38.2％；文部科学省公表データ 本年 6 月 26日）。 

そこで、研究者の時間を確保するためのサービスの立案から運営を念頭に企画的業務を

進め、学内の研究イベントやツールをいち早く周知するメーリングリスト（JURML）の運営、

論文作成支援ソフトウェア EndNoteの全学配布、JST提供研究者データベース researchmap

の整備、ポスターなどの作図支援を中心としたサービスを展開中。また、科研費等の申請

書作成支援においては、申請先専門分野の解析、不採択評価スコア分析、申請書等の体裁

仕上げ等を通じて研究者の研究時間確保に資するサービスを提供。 

URA─◘כⱦ☻─ⱴ♇Ⱨfi◓ 

 

☿Ⱶ♫כ⌂≥ ▬ⱬfi♩╛ ─ꜟכ♠ ⁸ ─ ╩ ∆

╢ⱷכꜞfi◓ꜞ☻♩ JURML⁸ 1270▪◌►fi♩ ─  
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⌐ ∆╢ ─ ≤ ─ ╩ ∆╢♁ⱨ♩►▼▪₈EndNote₉

╩►▼Ⱪ ≢ ⌐ ≢⅝╢◘▬♩─ ≤  

═ 1000  

 

JST ─ ─┼₈researchmap₉☻כⱬ♃כ♦ ●▬♪─ ⌂╠

┘⌐ ─ ╩☻ⱦכ◘  
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⌐ ╢☿Ⱶ♫כ ⱳ☻♃כ─  

 

─꜠ⱦꜙכ─  

  科研費申請書のレビューは、初読みとなる審査員にとって、一読でもその内容が伝わる

よう、文章構成から体裁にかけて読みやすくなるように調整するサービス。申請者は自身

で繰り返し推敲する必要なく申請書が仕上がるため、研究時間が確保される。なお、この

例示は採択を受けており、申請者の了解のもと、文章校正する際のコツの資料として学内

公開した。なお、審査の観点となる学術的「問い」の考え方やスマートフォンやアプリを

使った科研費の採択分析など、研究者に役立つ情報も同様に学内公開している。 

【注】個人情報が含まれるため、意図的に解像度を低く掲載 
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(3)  

科研費申請書のレビューは毎年審査結果が開示される 5 月から開始し、申請までの１１

月を中心に実施している。 

レビューは申請書受領とコメント回答から成り、通常は電子メールを用いて行っている。

下図にレビュー依頼と URA1 名による個別対応数の 6 月から 11 月までの時間軸経過を示

す。 

レビュー依頼の総数は毎年増加しており、2017 年度より 200 件を超えている。全キャ

ンパスより依頼がきており、総申請件数の 3 割を超えていることから、周知できているも

のと判断している。 

依頼へ対応したあとの再依頼（繰返し）も増加していることからサービス活用も進んで

いる。2018 年度からは早期での依頼を促すとともに面談を実施し、サービス拡充を狙って

いる。 
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(4) 一般社会へ向けた大学・研究ブランディング戦略 

文部科学省のブランディング事業採択を受け実施されたアンケート調査によると、本学

の一般的な知名度は低くないものの、「大学名だけを知っている」とする回答が半数以上で

あり、特徴までは認知されていないことが分かった。また「スポーツ活動」「病院」に対し

ての認知度は高いものの、「研究」「国際的」「教育機関としてのビジョン」「リーダーシッ

プ」などのイメージは弱かった。こうした好感度に影響を与えた媒体としては、テレビ番

組が最も大きいという結果であった。 

一方で研究活動の広報ツールとしても、”スポーツ科学による Health Creation”といっ

たコンセプト主体・未来志向の事業は従来型の論文による指標でのアピール以外に、デジ

タルコンテンツやメディアの活用が不可欠であるとの分析結果を得たことから、ドキュメ

ンタリーTV 番組の制作企画を進めている。 

 

個々の研究成果の詳細についてはプレスリリースの取り組みが先行し効果を上げてい

るが、ドキュメンタリー番組は点ではなく面でのアプローチにより、大学全体の魅力を

ストーリーとして伝えることが可能である。テレビでの放映と、さらに映像の二次利用

（オープンキャンパスや病院待合室での公開）を行うことで幅広いターゲット層へアピ

ールし、研究プレスリリースとの相乗効果を挙げることを狙う。 

一義的には受験生とその保護者、および順天堂医院や病院への来院患者に対してのイ

メージ向上が見込まれるが、想定する効果はそれだけに留まらない。研究活動への知名

度やイメージが向上することで将来的に学生や研究者の質向上へとつなげ、そこから得

られた研究成果を再び積極的に広報するサイクルを展開していく予定である。 
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Ⅳ．JURAの課題 

 文部科学省が 2018 年 2 月に設置した「リサーチ・アドミニストレーター活動の強化に

関する検討会」のとりまとめでは、URA を巡る課題として以下の 4 点が指摘されている。 

①実務能力を証明するためのツールの確保 

②育成のための機会確保 

③大学等としての成果の把握・管理 

④URA としてのキャリア形成・雇用環境の充実 

 これらに照らして JURA の現状をみると、下表のようにまとめられる。 

項目 JURA の課題 

① 上記Ⅱ．3．[6 ページ]の記述のとおり JURA 募集の際に高いレベルの能力

を求めて採用していることから、現時点で課題とはなっていない。 ② 

③ 研究戦略会議（上記Ⅲ．6．[35 ページ]）において、各 URA から担当業務

の現状、実績等に関して戦略的なプレゼンを行い、学長特別補佐、研究戦略

推進センター研究戦略室長及び総務局長等との意見交換を実施している。 

さらに、2019 年 1 月には、大学における人材政策、特に URA に造詣の深

い山本進一氏（大学改革支援・学位授与機構研究開発部長、研究大学コンソ

ーシアム全体会議議長）を講師に招き、各 JURA から担当業務及び実績等を

プレゼンし高い評価を得ている。 

④ JURA は、一定の試用期間後に無期雇用に転換しているが、今後における

キャリアパスを検討する必要がある。 

また、勤続年数に応じて、科研費レビュー等に関するスキルや若手研究者

に対する指導力も向上するものと考えられることから、その実績等を適切に

評価することによる処遇改善についても検討する必要がある。 

 

 この 5 年間で JURA の活動基盤は固まってきたといえる。つまり、URA 全員で研究者

のニーズに応じて、科研費等の申請書レビューを情報共有しながら、丁寧かつ緻密に展開

することは、本学の研究力向上に貢献する土台となっている。このように URA 全員共通

の業務実施をベースにしながら、各自の分担業務（上記Ⅱ．2．[5 ページ]）を並行して実

施する形態が定着している。 

 今後においては、科研費申請書レビューの増加傾向に対応するための JURA の拡充、

特に本年度の文部科学省公表資料において科研費採択総額１０億円を達成したものの、

現状では申請採択状況はほぼ飽和状態にあると考えられることから、URA のエフォート

全体を勘案しつつ、「不断前進」の理念の下、研究者ニーズを踏まえた新たな支援活動を

戦略的かつ積極的に開拓していくことが必要である。 

 その際、研究資金の獲得支援の観点のみならず、教員の研究時間の確保に直接的につな

がるような支援活動について、教員のニーズを把握しつつ検討することも必要である。 
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おわりに 

 

このたび、順天堂大学 URA（JURA）の過去 5 年間にわたる活動に関する報告書が、

取りまとめられたことは、今後における研究大学としての方向性を探る上で重要な意義

を持つと考えられます。 

 

すなわち、研究大学にとっての URA は、研究活動全般にわたる支援、特に競争的研究

資金の獲得戦略の企画立案、補助金等の申請書作成支援、大型研究プロジェクト実施及び

研究成果の広報等に関わる専門的な業務遂行に当たり、重要かつ不可欠な研究支援専門

職者となっており、JURA は本学における研究者の研究活動時間の確保及び科学研究費

助成事業はじめ各種の公的研究費等の獲得などに大きく貢献しています。 

 

  例えば、本報告書 9 ページ「（Ⅲ－1－③）URA が関与した科研費配分額の推移」、「（Ⅲ

－1－④）順天堂大学と全国の科研費採択率」をみれば明らかなように、本学の科研費採

択の伸びは JURA の活動期間に呼応しており、JURA による科研費申請書レビュー等は

確実に効果を発揮していると言うことができます。 

 

また、同じく 10 ページ「（Ⅲ－1－⑤）順天堂大学と主要な私立大学の科研費採択件数

の伸び率」をみると、本学の研究力がこのように伸展してきた背景には、①個々の教員に

よる不断の研究活動による成果の蓄積、②それに裏打ちされた競争的研究資金への積極

的な応募、③大学全体としての研究マインドの醸成や法人による物心両面からの継続的

な支援などを挙げることができます。これらの多くの場面においても JURA の活動は、

大きな役割を果たしています。 

 

 一方、2018 年 6 月に閣議決定された「統合イノベーション戦略」においては、大学教

員の研究時間割合の確保が目標として設定され、また文部科学省が本年 6 月に公表した

「平成 30 年度大学等におけるフルタイム換算データに関する調査（概要）」では、大学

教員の研究時間割合について、「保健分野においては、2013 年度から引き続き研究時間割

合が減少し、」と報告されています。一般的には教員の研究環境の改善が進んでいないと

いうことになります。 

 

これらを踏まえて健康総合大学・大学院大学としての本学においては、教員の研究時間

を確保し研究活動を一層活性化して、更なる研究力の伸展を図るためには、今後とも

JURA をはじめとした研究支援体制の充実強化が必要であると考えています。 

 

2019 年 11 月 

 

研究戦略推進センター長 

新井 一 


